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Abstract
KirschblUten，　Pflaumenbltiten　und　Shunzeino　Musume
YAMADA　TepPei
　　　Unter　Einbeziehung　aller　acht　bis　zum　Erscheinen　des　Gedichtes　ver6ffentlichten　Hbfischen
Anthologien　beabsichtige　ich　mit　diesem　Aufsatz　eine　Interpretation　dieses　Gedicht　von　Shunzei　no
Musume「IKaze－kayou－nezame－no－sode－ni－hana・n（トka－n（》kaoru－makura－n（＞haru－n（》y（》n（》yumell　zu　wagen．
Im　Shinkokin－shu　bzw．　in　die　fallenden　Kirschbluehtensgruppe　wird　das　Gedicht　neben　einem　Gedicht
von　Tsurayukis　l，Hana－n（トka－ni－koromo－wa－fukaku－nari－ni－keri－ko－n（》shita－kage－n（》kaze－n（γma－ni－ma－ni”
gestellt。　Obwohl　in　diesem　Gedicht　ausnahmsweise　der　Begriff　des　Duftes　der　Kirschbl“ten　verwendet
wird，　wird　dieses　Gedichte　leider　bis　heute　nicht　seiner　BedeutUng　entSprechend　gewurdigt．　Nach　der
LektUre　des　Kokinshus　stellt　man　fest，　daB　es　wesentliche　Unterschiede　gibt　zwischen　Gedichten，　die
von　fallenden　Kirschbl廿ten　handeln　und　Gedlchten，　die　sich　mit　der　Beschreibung　der　Pfaumenb1“te
beschi血gen．　Die　Kirschbl廿ten　werden　immer　nurbei　Tageslicht　betrachtet．　Wind　tritt　als　st6rendes　Ele－
ment　auf　und　zwei　Drittel　der　Gedichte　in　dieser　Anthlogie　haben　das　Fallen　der　Bliftenblatter　zum　lnhalt．
Ihr　Duft　hingegen　w廿d　an　keiner　Stelle　beschrieben．　Die　Beschreibung　von　Pnaumenb　Uten　ledoch　scheint
shon　in　Kokmshu　keinerlei　Einschrankungen　zu　unterliegen．　Sic　werden　unabhangig　von　den　herrschenden
Lich←und　Windverhaltnissen　beschrieben．　Auch　unterliegen　sie　wtihrend　ihres　Fallens　keinerlei　brtlicher
Fixierung，　wie　es　ansonsten　bei　der　Beschreibung　von　Kirschbl廿ten　der　Fall　ist．　Im　Gegensatz　zu　den
Kirschbluten　wird　bei　den　Pflaumenbltiten　auch　deren　Duft，　bzw．　dessen　Auswh畠kungen　beschrieben．　In
Kokinsh面ndet　man　nur　Gedichte　Uber　Kirschbl廿ten，　ohne　daB　auch　nur　ein　einz互ges　Wort　Uber　deren
Duft　verloren　wセd．　Aus　diesem　Grunde　ist　es　auch　verstandlich，　weswegen　ein　eigens　von　ihrri　verfa　Btes
Gedicht廿ber　den　Du丘der　Kirschbl虹ten　keine　Aufnahme　im　Kokinsh“gefunden　hat．　Bedeutet　dieses
Gedicht　wirklich　ein　Abweichen　von　der　sich　selbst　auf6rlegten　Regel，　niemals　den　D雌von　K廿schblUten
beschreiben　zu　wollenP　Indem　Tsurayuki　sich　bei　der　Beschreibung　von　Kirschb1Uten　strengen　form
alistischen　Kriterien　unterwirft，　gelingt　es　ihm　auf　diese　Weise　auch　in　diesem　Gedicht　seiner
Klassi五zierungsidee　gegen廿ber　treu　zu　bleiben．　Er　halt　fest　an　seinem　statischen　Bild．　Den　Duft　der
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Kirschbl廿ten　wahrzunehmen　gelingt　nur　an　Orten　und　zu　Zeiten　wahrend　denen　ganz　bestimmte
Bedingungen　vorherrschen．　Im　Schatten　unter　einem　Baum　und　in　den　Pausen　zwischen　dem　Auftreten
verschiedener　Winde．　Herrschen　diese　Bedingungen　nicht　vor，　so　verschwindet　der∬uchdge　und　eigendich
so　hinfallige　Duft　schnell．　Wehn　man　die　Interpretation　Teikas　liber　das　Gbdicht　von　Tsurayuki　akzep廿ert，
wh・d　klar，　daB　die　KirschblUten　hier　im　Zustand　des　Fallens　beschrieben　sind．　Der　Herausgeber　Teika，‘
hat　dieses　Gedicht　in　die　Gruppe　der　Gedichte廿ber　dieねllenden　Kirschbl廿ten　eingeordnet．　Warum　hat
der　Herausgeber　ihre　Gedicht　nun　daneben　gestellt，　wo　doch　in　ihm　mit　keinem　Wort　eine　Kirschbltite
erwahnt　ist，　geschweige　denn　ein　Hinweis　auf　fallende　KirschblUten　zu　finden　ist～Mir　schein，　daB　diese
Zusammenstel！ung　bewu　Bt　gewalilt　wurde　um　eine　Kontrastwirkung　zu　erzielen．　Denn　wahrend　Tsurayuki
die　Ausdehnung　des　Du丘es　sowohl　r註umlich，　als　auch　zeitlich　sehr　stark　einengt，口m　des　mchtigen　und
hinfalligen　Duftes　willens，　scheint　Shunzei　no　Musume　den　Duft　durch　manche　Hindernisse　hindurch
str6meρzu　lassen，　ohne　sich　dabei　um　sein　Verschwinden　zu　sorgen．　Man　kann　leseロ，　daB　Shunzei－no－
musume　den　Duft　der　Bluten　selbst　noch　an　ihrem　Kopfkissen　bzw．　in　ihrem　verschlossenen　SchlafZimmer
gerochen　hat．　Spatestens　hier　erkenntman，　daB　der　Duft　der　BIUten，　im　Gegensatz　zu　Tsurayukis　Gedicht，
sehr　durchdringend　und　nachhaltig　w血rkt．　Dieser　Kontrast　zwischen　der　Fortpf匪anzung　des　Du衰es、Uber
Hindemisse　hinweg　und　dem　Stillstand　nah　am　Ort　der　Entstehung　des　Duftes，　anders　gesagt；zwischen
　　　　　．
dem　hinfalligen　und　dem　dauerhaften　und　durchdringenden　Duft，　kann　nicht　unter　e童n　und　demselben
Bedeutungsbegriff　von・KirschblUten　zusammengefaBtwerden．　Beide　Vorstellmgen　divergieren　so　sehr
voneinander，　daB　sie　unterschiednchen　Kategorien　zugeordnet　werden　mU脈n．　Welche　Analogien　lie　Ben
sich　zwischen　diesen　beiden　Vorstellungen　fhlden～Es　ist　denkbar，　daB　Teika，　der　grbBte　Verfechter　des
Aesthetismus　Shinkokins，　um　diese　Tatsache　wissend，　es　doch　bewu　Btwagte，　diese　beide　Gedichte孕1s
ein　Paar　nebeneinander　in　die　Sektion　der　Gedichte　ifber　die　fallenden　KirschblUten　einzuordnen♂　Gedacht
als　Provokation　um　den　Leser廿ber　den　Weg　der　Asthetik　herauszuf（）rdern　und　zu　beunruhigen．　Dies
mag　eine　etwas　gewagte　Hypothese　sein．　Sollte　sie　sich　jedoch　als　richtig　erweisen，　m　U　Bte　man　sich
erneut　mit　der　lnterpretation　des　Gedichtes　von　Shunzei　no　Musume　ernsthaft　beschll血gen．　Um　Beweise
ftir　diese　Hypothese　zu　finden，　ist　es　unentbehrlich　alle　existierenden　Gedichte　tiber　Khrschbl廿ten　und
PnaumenblUten，　die　sich　in　den　acht　H6fischen　Anth夏ogien　befinden，　im　Hinblick　auf　eine　m6gliche
Zuordnung　in　die　verschiedenen　Kategorien　von　K：irschbltiten　und　Pflaumenbliften　zu　pntersuchen．
㌦
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　　　　第三章
俊成女「風通う」の歌
　　　最近でこそ，そうした傾向は多少こそ薄まりはしたが，われわれ日本人は，まずまわりを見回
してから行動に移る。周りと余りに違いすぎる個性的なものも，他人とまったく同じものも敬遠する。
狭く閉ざされた集団内部で互いに見回しあいながら，微妙な差異に心血を注ぐ。
　　　たとえば高度成長期からバブル崩壊が決定的になるまでの数十年間，家電メーカーによって
次々につくり出されてきた類似した無数の家庭電気製品の間にも，この日本的な性格が現われる。無
論，まれには独立した新製品もあるだろうが，基本的には独創的な創造ではなく，つつましやかな改
良の連続である。そうでない場合が，デザイン上もしあれば，それは場違いなほど直載的なむき出し
の表現である。イタリアと違って洗練された独創は日本に限っては存在しない。
　　　閉じられた平安貴族社会のなかでつくられた和歌にもこれに近いことが行なわれていた。同一
の主題なり，共通するいくつかの語彙なりを有する，互いに似かよった，数え切れないほどの歌の集
積がある。閉鎖的小社会で詠われたこれらの歌は，既存の歌を互いに組み合わせたり，組み替えたり
しつつ，そこに僅かの独自性を加味することで，他人とは微かに違う自分の世界を作り上げてきた。詩
を書くこととは，それだけをとればば確かに私的な営みのはずである。しかしこの時代歌人たちの間
には，あるいは先人の達成をふまえ，あるいは互いに相手の成果を取入れ，それを自家薬篭中のもの
としながら，しのぎを削る，村社会の競争があった。
　　　和歌史全体をひとつの比喩として眺めることがゆるされるならば，一枚一枚何処かがちょっと
違う，おびただしいアニメのセル画の堆積として理解することもできる。個々のセル画は流れる時間
の一瞬一瞬の出来事であり・時間を欠いてはいる。しかしそうした無数のものを揃えて映写機にかけ
るならば・一つの命の絶え間ない成長運動が浮かび上がる。この流れの中では個々人の意志は大した
意味を持たない・無数の小さな差の集積が・ひとつの大きな流れとなって成長していき，そこから集
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合的創造意志が浮かび上がっていくる。
　　　個人が前面には出ないはずのこの集合の中に，時には丁度真っ黒な玄武岩の中に隠れている結
晶体のような独特な一作品が稀に見いだされることもある。それもまた動画のスチールの一枚に組み
込まれてはいるが，実はそこにはそれ以前の和歌の歴史の全てが凝縮されている。たった一枚のスチー
ル画の中に，それ以前のみならず，それ以後のすべてのコマ，つまりすべての歴史が，きれいに折り
畳まれている。そうした凝縮が何時の時点で起こるか定かではない。歴史というフィルムが回りだし
た最初の数分で現われる場合もあれば，フィルムが終わろうとする最後の局面で現われる場合もある。
　　　たとえば貫之の桜の歌は八代集の最初の局面で現れ，ここで問題とする俊成女の梅の歌は，和
歌の発展がほぼ終わった時点で現れた。平安和歌の中にあってこうした特徴的な一首を見つけだしそ
れを理解すること，それが和歌の歴史全体の理解につながり，また逆に，和歌の全体の歴史をたどれ
ばこの和歌に行き着く，そのような和歌でが間違いなく存在する。
　　　この歌に関して，さらに比喩で語ることを続けるならば，次のように言うことができるだろう，
積み木で塔をつくる際，その高さは基礎に使った積み木の数に比例する。数が多いほど塔は高く積み
上げられる。底辺の積み木が少ないほど，塔は低くなる。数を押さえて，敢えて高さを保とうとすれ
ば不安定になり，積み木の塔は崩れてしまう。俊成女の歌には夜，風，袖，夢，枕という，これまで
の多くの梅の歌の中に折り込まれてきた，数々の単語が洗いざらい折り込まれてる。これらの要素は
壮麗な構築物であるこの歌の確かな基礎となって歌を根底から支えている。
　風通ふ寝覚の袖の花の香に薫る枕の春の夜の夢
　　　宣長によれば寝覚めの後の「の」は「に」の意であるということである。というもののそれで
もそれによってこの歌の曖味さがぬぐわれるわけではない。宣長をもってしても，この歌の明確な解
釈が可能になるわけではなく，要は末端神経症的雰囲気を味わえばよいとされてきた。その意味でこ
の歌は新古今特有の，意味の曖昧な歌の一つとして挙げられている。そうした言辞を許してしまうの
は，この歌が文法的に複雑な構造を示しているからではない。七つの「の」によって六つの名詞が結
合された，ふたつの動詞をもったところの，少なくとも文法構造上は，「風の通う」「香りの薫る」と
いう主語と自動詞をもった単純な文によって構成された，比較的簡素な歌であるからである。この単
純さは面をも構成しえない，線で繋がった，一次元的世界を現してるにすぎないと考えられなくもな
い。これが不可解の歌であるとされたもう一つの理由が実はある。この歌の主題が花の香りであって，
香りとは五感の中でも，触覚に次いでもっとも曖昧で原始的，動物的な感覚であり，物事を明確に分
節していく知性とはおよそ結びつかないとされていることにもよっている。
　　　例えばJ．E．ハリソンは「古代芸術と祭式」の中でこうした嗅覚に重点を置いた末端神経症
的芸術作品に非難を浴びせかける。アルカイックな芸術のみを認める彼女は，視覚と聴覚のみが健全
な感覚であり，触覚及びその特殊変形である味覚と嗅覚は芸術をっくることができない，と決めつけ
次のように結論する。
　「芸術において，ユイスマンのごとき彼らの主人公たちを匂いの交響楽に夢中にならせるが，われわ
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れはそこに描出される情操が病的であり，嘘であるのを感じる。」第五章「祭式より芸術への移行」より
　　　この著者が日本和歌史を論じたとしたならば，間違えなく万葉崇拝者になっただろうし，新古
今をこき下ろしたことであろう。いかにもアングロサクソン人らしい偏狭粗野，固随な視点である。
しかもそれが女性とは。それはともかく，視覚，聴覚，嗅覚，味覚，触覚という五感が，確かに西欧
においては，知性を軸にしてある種の上下関係をもった序階にしたがって，秩序づけられているのは
確かである。だが例外もある。フランス近代では，触覚は深く知性と結びついたし，料理は味覚の芸
術と認知されている。個々の文化によって五感の序階秩序は異なる。いちがいにどの感覚が上位でど
の感覚が下位であるかを決定するのは難しい。
　　　嗅覚は最も動物的な感覚とよく呼ばれるし，上述の学者も，嗅覚の芸術は病的であり嘘である
とさえ，言い切っているが，平安時代においては色彩と並んで，嗅覚には特別大きな役割が与えられ
ていた。逆にこの時代，五感の中で下位に置かれたのは，味覚や触覚である。フランスとは大違いだ。
今昔物語などとは違って，源氏物語には，料理に関する記述はほぼ皆無であるのを思い出せばいい。
　　　さて平安時代，最も重要な感覚である視覚においては，形態より色彩に重心がおかれていた。
つまり事物の形態でさえ「色」という言葉で表現された。これには仏教の色界の影響があるにしても，
こうした傾向は東洋全般に共通するものではない，日本に限られた局部的な現象である。
　　　たとえばほぼ同時代である朝鮮半島の高麗においては，色彩もさることながら，形態への感覚
が，日本列島よりもずば抜けて敏感であった。造形感覚とならんで朝鮮半島民族の関心を引いたのは，
色彩ではなぐ，むしろ光の感覚であった．高麗1・比べるならば，平zen倉のみならず日本の歴史を通
して，全般的に，造形感覚，光の感覚は全く未成熟のまま留まった。造形に関する，光に関する感覚
が鈍感である点で，日本民族はユーラシア大陸の文化とは明らかに異質である。とにかく当時の日本
では，五感はほぼ色彩と匂い中心にして展開された。にもかかわらず，あるいはであるがゆえに，日
本の詩歌の中では，視覚に頼った桜の歌と嗅覚に頼った梅の歌と，いったいどちらが，知的である
かということになると，むしろ梅の歌の方に，より活発な知性の活動を見ることができるのは実に面
白い現象である。
　梅が枝の花にこづたふ鴬の声さえ匂ふ春の曙　　　千載
　　　鴬の声を聞く際には必ず梅の香りがしていたから，鴬の声を聞いただけで，実際に梅の香りが
しようがしまいが，梅の香りをそこに嗅いでしまうというのは，パヴロフの条件反射である，という
のは幾分短絡的発想だ。満開の梅の木のもとに僕らが立っていたとしよう。僕らの五感は共に梅の木
を巡るさまざまな情報を受け取っており，受け取った段階で，そうしたものは相互に情報を交換しあっ
ている。だからひとたびそこを去っても，鴬の声を聴けば，梅の香りがして来るという事態が起こる。
梅の姿を見れば，当時聞こえていたさえずりが聞こえて来る。五感は相互に緊密に関わった単独には
切り放ち難い・ネットワークを構成している・心理学ではこれはパブロフの条件反射として平板化し
て解釈した。
　　　もともと梅干しを見ると唾液がでる・というのが条件反射だ。この理論では現象が先行し，内
317
「桜と梅と俊成女」
実は無視されている。梅干しを食べるということは実は全感覚的な体験であることが忘れられている。
食べるということは，同時に香りを嗅ぐことであり，目で見ることであり，舌触りや歯触り，そして
食べる物の咀囑音を聴いていることであって，そうした全体験を人間が受け取っているからこそ，視
覚から梅干しの刺激が入ると人間の中に蓄えられた体験のこの総体，つまり五感全てが捉えた梅干し
の感覚全体が呼び覚まされて，そのなかでも突出していた味覚がとくに呼び覚まされるに他ならない。
っまり人間の五感は相互に区分されているにもかかわらず，体験においては総合的に同時に作用して
いる。その全体性を無視して，在る感覚から別の感覚への横滑りのみをうんぬんするのは偏狭に過ぎ
るのである。本来はこの交響的な重層のうちからこそ，人間の感覚の全体性が発揮されるはずなので
ある。
　　　この章では，五感の相互作用を踏まえつつ，この歌の解明を試みてみたい。ここには主体の情
緒表現もしくは感想といったものを示す言葉も見あたらず，これまでの一般的な評価である，情緒が
錯綜した退嬰的な作品という評価とはどこか食い違うように思える。むしろこの歌は物理的あるいは
即物的な空間意識の視点から解釈されるべき特徴を備えているように見える。
　　　さて俊成女のこの歌が桜を詠んだものであるのか，それとも梅を詠んだものであるかについて
は，議論が分かれるところであったが，先立つ二つの章での探究から，これが梅であるのはほぼ確実
である。ちなみに両者の性格を列挙してみよう。
桜
昼，
視覚，
その香りは弱く無指向性
花びらは限定付きの拡散（散花），内部運動
情報化による別時空への移行，
地霊／ポトス
ナショナル／固有
錯誤
持続
梅
夜，
嗅覚，
その香りは強く鋭い指向性
その香りは境界を知らない無限の浸透力，
別空間へのサブスタンシャルな移動，
超出性
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トランスナショナル／普遍
認識
アクション
　　　以上の対照化からも直ちに，俊成女の「風通ふ」の歌で歌われている花は梅であることが了解
される。これを桜とする場合，この歌が単に新古今の梅の項に纏められていることに依拠していると
いう理由以外には何もない。
　　　さてこの歌で梅の香りが主題となっていることが前提となれば次の段階に進めることになる。
つまり梅の香りと袖との間には親和関係があり，この二語が歌の中に同時に用いられた場合，まず例
外なしに，移り香が同時に意味されていることが以下の歌からも読み取れるであろう。
折りつれば袖こそ匂へ梅の花ありやとここに鴬の鳴く
梅の花折ればこぼれぬわが袖に匂ひ香移せ家つとにせん
梅が枝を折ればつづれる衣手に思ひもかけぬ移り香ぞする
梅が枝に風や吹くらん春の夜は折らぬ袖さえ匂ひぬるかな
よしさらば軒端の梅は散りもせよ匂ひを移せ手枕の袖
古今
後撰
後拾遺
金葉
俊成女
　　　四首まででは，梅の花の香りが，袖に移り香することが主題となっているが，俊成女の五首目
が意味するところのものは幾分ことなる。袖という語には手枕という語が修飾されて，梅の香りを放
つ袖が枕の役割を担うことになる。
　　　枕という語には，とくに式子内親王の場合頻繁に使われていたものであるが，夢と現実を繋ぐ
役割が課せられている。つまりこの語を使えば，現実空間と夢の空間という，二つの空間分節が暗示
されることになる。さらにこの歌では現実空間に薫っている梅の花の香りが現実空間の境界を超えて
浸透していく力を持つことが期待されている。ところで我々が問題にしている歌とこの歌との間には，
枕袖という二つの共通する用語が認めれられ，なおかつ，この歌が，俊成女が歌合に初めて新参し
た際に提出された歌であり，現在問題にしている歌よりも早く書かれた確立は至極高いので，当該の
歌の基礎をなしていると考えることができそうである。
　　　つぎに梅の香りの到来の仕方については以下の歌の集積を考慮する必要があろう。風は桜の香
りを吹き飛ばしてしまう，つまり破壊者の役を果たすのに対して，梅の場合はその同じ風が，伝播す
る役割をもっている。風と梅の香りとの相性はとても良い。
　吹く風を何厭ひけん梅の花散り来る時ぞ花はまさりける　　　　　拾遺
　　　さらに風によって梅の香りが伝播する現象についても，以下の二つの歌では，段階を踏んだ発
展が見られる。前者は，戸が香りを塞いでいるが，後者では，香りが室内まで及んで，それが人間の
心に大きな作用を及ぼしているのを見ることができる。香りが室内までに留まらず，夢にまで侵入し
ているとみえる俊成女の歌までは，さらにもう一段階を踏まなければないが。
　梅が香を夜半のあらしの吹きためてまきの板戸のあくる待けり　　後拾遺
　わが宿の垣根の梅の移り香に一人寝もせぬ心地こそすれ　　　　　後拾遺
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　　　っぎに歌の末尾に現れた「春の夜の夢」の用語に当たってみよう。伊勢集には，「春の夜の夢に
あふとし見えつるは思ひ絶へにし人を待つかな」貫之集には「寝られぬをしいて寝て見る春の夜の夢
の限りは今宵なりけり」がみられる。前者は現実にはもう会えなくなってしまった人をそれでも待っ
ていたが，その人に夢の中であってしまった，後者は，見ようという意志でもってみた春の夜の夢は
今夜一回限りである，というほどの意味であろうか。どちらも生暖かい，心地の良い，しかし同時に，
はかない春の夢について歌っている。
　　　っぎには「通ふ」の用語を検討したい。一般には，物よりは人がくることをさしており下記の
例のほかは八代集でもこの用例になっている。
琴の音に峯の松風通ふらんいずれのをより調べそめけん
鹿の音ぞ寝覚めの床に通ふなる小野のくさぶし露やおくらん
うたた寝は夢やうつつに通ふらん覚めても同じ時雨ぞ聞く
はかなしや枕定めぬうたた寝にほのかに通ふ夢の通ひ路
袖に今日さぞなる旅寝の夢は見じ思うかたより通ふ浦風
拾遺
後拾遺
千載
式子内
千載
　　　第一の歌は，擬人的に扱われており，ここでは余り参考にはならない。第二は外から来た鹿の
鳴き声が，家の中のみならず，少なくとも夢の出口までは浸透しているし，さらに夢の中まで侵入し
夢の一部を形成した可能性も暗示されている。つまりここには運動の方向が認められる。ここでの「通
じる」意味は，俊成女と同様「通り抜ける」である。また，二つの歌とも「寝覚め」の用語において
も共通しており，夢よりも，そこからの覚醒が主題にされている点で，俊成女のそれとの共通性が高
い。構造的にみても，類似性が強い。俊成女は少なくともこの作品の意味するところのものを正確に
把握していたであろうし，そこからなにがしかの影響を受けていたことは十分に考えられる。
　　　三番目と四番目は「通ふ」と「うたた寝」とが同時に使用されており，用語からは俊成女の歌
に類似している。だがその意味するものは必ずしも一致していない。三番目はでは，うたた寝におい
ては，夢と現実が繋がっているようだ，だから寝ているときも覚めているときも，おなじ時雨の音が
していた，という。「通じる」はここでは二つの世界の間の移行ではなくして，二つの世界が繋がって
いるの意である。夢と現実の二つの世界底通しているということだろう。ここにはドイツ語文法の概
念，運動の方向というものがない，場所を示している。
　　　また四番目歌は，この世に安住の地の見つけられない旅人である自分にとっては，彷裡わずに，
うたた寝をしている間はだけは，さすがに細々とはしてはいるが，思うことが実現する夢の世界に通
じていく道が開けるのだ，と歌っている。他方俊成女の場合は，風が袖の上にやって来た，というこ
とが意味されていて，ある場所から別の場所に移る，という，運動の方向性の意味を担っている。両
者の歌はことのほか離れている。
　袖に今日さぞなる旅寝の夢は見じ思うかたより通ふ浦風　　　　　新古今
　風通ふ寝覚の袖に花の香の薫る枕の春の夜の夢　　　　　　　　　　新古今
　　　浦風は本人がもう夢は見まいと，決心しているのを，それを揺るがせるように，夢を誘うよう
に吹いてくるのであるのにたいして，こちらでは，風が通ってきて，目が覚めてしまったという歌な
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ので，その意図する方向は全くの逆である。俊成女は少なくともこの作品の意味するところのものを
正確に把握し，それを本質的に変質させようという意志が働いていたと見ることができる。何が夢か
ら目覚めさせるのかは，まだはっきりしていないが，とにかくこの俊成女の歌では，覚醒が問題にさ
れているからである。見事なまでに対照的な歌ということで想起されるもう一つの叔父と姪の歌のペ
アーが以下の歌である。
　春の夜の浮橋途絶えして峰に別れる横雲の空　　　　　　　　　　新古今
　思い寝の夢の憂き橋途絶えして覚むる枕に消ゆる面影　　　　　　新古今
　　　明らかに後者は前者を下敷きにしている。だが意味するところのものはむしろ正反対といって
いい。前者では，夢から醒めたら，雲の形が，またもや夢を誘う天女の寝姿をしていたというのだが，
後者では，その人を夢見ようと思って寝て，夢の中で逢えたものの，夢が跡絶えたら夢の中にあった
愛しい人の姿が消えていくという。
　　　この二つの歌の対比から明らかになるのは，一方はさらなる夢の中に潜り込もうとする強烈な
願望が見られるし，他方は夢からの不本意な覚醒である。前者を陶酔と後者を覚醒と言い替えてもい
い。これは各々の気質に依ることもあるろうが，それ以上に原因しているのは，生きた時代の違いで
ある。二人の年齢はさほど違わなかっただろうが，こと時代の転換期にあっては，十年もあれば大き
く作用する。武家国家の勃興，摂関体制の崩落は想像以上に急峻に進行していたのであろう。おそら
く定家では時代の峠の前であり，まだ夢が見られた。俊成女ではもはやそれを超えた。平安の夢は俊
成女の時代ではもはや果たせぬ夢のまた夢となったのである。
　　　以上，睡眠が外部の物音で中断される，あるいは外部の音が夢を壊さずに夢の中まで浸透して
　くる，といった状況が探られなければならないことが明らかになった。それを明らかにするために
　は，むしろ「うたた寝」を軸に他の歌を探ることが肝要である。うたたねとは仮寝であるから，十
　分に熟睡するすることなく，たやすく物音で目覚めてしまうかあらである。うたた寝と建物外部の
　音や薫りとの関係を詠った歌をいくつか挙げてみると
窓近き竹の葉すさぶ風の音にいとどみじかきうただ寝の夢
さ月やみ短き夜半のうたた寝に花橘の袖に涼しき
窓近きいささむら竹風吹けば秋に驚く夏の夜の夢
橘の匂ふあたりのうたた寝は夢も昔の袖の香ぞする
玉みがく露ぞ枕に散かかる夢おどろかす竹の嵐に
短か夜の窓の呉竹打ちなびきほのかに通ふうたた寝の秋
うたた寝に夜や更けぬらん唐衣打つ声高くなりまさるなり
さ月やみ短き夜半のうたた寝に花橘の袖に涼しき
思うことなき身になりせば時鳥夢に聞く夜もあらましものを
　　眠りの中に外の音が混入する例
つくづくと思えば悲し暁の寝覚めも夢を見るにぞありける
真柴葺く宿の霰に夢覚めて有明がたの月を見るかな
新古今
新古今
新古今
俊成女
西行
式子内
後拾遺
新古今
千載
???
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うたた寝は萩吹く風に驚けど長き夢路ぞ覚むる時なし 新古今
　　　第一，第二及び第三の歌では笹の葉擦れの音で夢から覚めたと詠われている。竹のはずれの音
が聞こえない間は意識は夢の中にあり，聞こえたことで夢から覚め現の空間に目覚める。どうやら笹
の葉擦れの音は，夢を誘うものではなくて，夢を破壊する作用が強いようだ。
　　　第四の式子内の歌は，すでに前述した歌，「はかなしや枕定めぬうたた寝にほのかに通ふ夢の通
ひ路」と「ほのかに通ふ」の用語において共通している。救いがたい現実の彼女の身からその魂を解
き放ってくれるのは，夢でしかない。こちらの式子内の歌には「夢」の語はないが，それでも夢は隠
されて存在している。むしろ夢に対する期待がとりわけ強く現れている。夢を現実の延長として，あ
るいは夢の現とがかすかに通底していると願う。笹の葉擦れの音は，その願望を実現する。竹のはず
れの者は，前の歌のように作者を夢から醒ますというほどに強くはなく，夢を壊さずに夢を続行させ
つつ，そのまま微かに夢の中に混入してくる状態を維持する。
　さ月やみ短き夜半のうたた寝に花橘の袖に涼しき　　　　　　　　新古今
　うたた寝に夜や更けぬらん唐衣打つ声高くなりまさるなり　　　　後拾遺
　　　五番目と六番目の歌にみられるうたた寝からの目覚めは，夢からの悲しい覚醒ではない。眠り
から覚めると，一方では橘の花の香りが迎えてくれる，他方では，砧の音がかしましいほどに聞こえ
る。これらの詩はどちらかというと構成詩というよりは，機会詩の性格が強い，とくに多作であった
慈円には。彼は何かすでに現実にあるものを歌の構成要素の一部として使用しつつ，歌の中にあらた
な世界を作り上げるのではなく，あくまでも現実に起こったこと出会ったことを冷徹に記述する，レ
アリストである。
　　　つぎの七番目の歌は，俊成女の歌と多くの共通性を持っ。
　真柴葺く宿の霰に夢覚めて有明がたの月を見るかな　　　　　　　千載
　　　霰が柴の屋根に落ちて微かな音をたてた。その結果，夢から目が覚めた。そして夜明け前の月
を見たというのである。夢の内容についていささかも触れられていなし，目が覚めてみたものが月で
あるというのはあまりに即物的で少々余韻にかける。ここには誤解の余地もない。
　うたた寝は萩吹く風に驚けど長き夢路ぞ覚むる時なし　　　　　　新古今
　　　第八のこの歌では，うたた寝をしていたら，萩に吹いてくる風によって目が覚めた。萩は葉も
枝もともに柔らかいから，風が吹けば，揺れ動く。それは植え込みだろうから，その上を風が奔れば，
海原の大波のように激しく揺れる。「長きは」，夢路にのみ掛かるのみならず，萩の植え込みの上を走
り抜ける風にも掛かると見てよい。その有り様を見て，彼は自分が投げ込まれた崩壊期の政治世界の
有り様を思い浮かべたことだろう。時代の風に翻弄される萩とは自分の写し絵にほかならない。そし
て彼は結論する，この世はいわば悟りとは程遠い，悪夢であると。悪夢から覚めたいと思っても，覚
めることができないと。それでは彼はどの世界に目が覚めたいのか，といえばいうまでもなく悟りの
世界にである。仏教的な背景がこの歌には隠されている。
　　　さらにここで特記しなければならないのは，夢の空間と，現の空間と，悟りの空間，という三
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空間が序階のうちに重ねられていることである。第一の空間から第二の空間へは簡単に移ることはで
きても，第二の空間から第三の空間に移ることはほぼ不可能であるということが彼の歌いたかった。
夢，現実，悟りの三区分空間はおそらく崇徳院の発案だろうが，それを継承したのが俊成女である。
　真木の屋の霰降る夜の夢よりも憂き夜を覚ませ四方の木枯らし　　　俊成女
　　　柴の屋根ではなく，槙の板張りの屋根であるのが，前述した歌とは大きく異なる。激しい音を
たてて霰が板葺きの屋根にうち当たる。その音で目が覚める。するとあたりには木枯らしが吹き荒れ
ている。雨戸がガタガタ音を発てている。その木枯らしに向かって，この私の魂を迷いの世界から悟
りの世界へとその冷たく強い風で目覚せてくれと歌う。当然この歌は構成と理念においては崇徳院の
歌を，用語においては真柴の歌に依拠している。このことから俊成女は，丁度イタリアローマバロッ
ク期の画家たちが競って試みたように，過去の膨大な作品を，あるときは引用し，あるときは構成を
借りて，それらを徹底的に活用しつつ，重層する伝統の累積の上に居を構え，そこに極めて巧緻な作
品を作り上げていることが了解される。
　　　さて「風通う寝党めの袖に花の香の」の歌に最も近い構成を持つのが以下の式子内親王の歌で
ある。彼女が以下の歌を踏まえていたことは疑いない。
袖の上に垣根の梅は訪れて，枕に消ゆるうたた寝の夢
　　　極めて難解な歌である。これを読み解くに当たっては，まずは「うたた寝の夢」の用語例をみ
る必要があるだろう。
みじか世の窓の呉竹打ち靡きほのかに通ふうたた寝の秋
はかなしや枕定めぬうたた寝にほのがに通ふ夢の通ひ路
窓近き竹の葉すさぶ風の音にいとどみじかきうたた寝の夢
うたた寝は夢やうつつに通ふらん覚めても同じ時雨ぞ聞く
うたた寝に夜や更けぬらん唐衣打つ声高くなりまさるなり
式子内
式予内
式子内
千載
後拾遺
　　　最初の3首はすべて式子内親王の歌である。他の2首はすでに触れたので，ここでは省略する。
ところで式子内親王はよっぽど「うたた寝」という言葉を好んだようだ。うたた寝とは短い眠りであ
ると同時に，彼女の場合は他の歌と異なって，はかない願望をも同時に意味している。
袖の上に垣根の梅は訪れて枕に消ゆるうたた寝の夢
　　　久松潜一氏の訳では，袖の上には垣根から梅の花が移って匂っていたが，いつしか眠るともな
くうとうとと眠ってしまうと，その梅の香がやがて消えるべきうたた寝の夢のなかに匂っていた，と
なっている。どうにも曖昧である。この訳ではまず気になるのは，今問題にしている俊成女の歌にも
登場する「枕」の語が訳から消えていることである。枕なる語は省略するほど重要性の低い語である
とは思えない。なぜならば，袖の上には梅の香が，枕にはうたた寝の夢が，それぞれ直接関わってい
るからである。
　　　次に疑問に思われるのが，「うたた寝の夢」なる語は消ゆるの連体形が掛かる語であるから，呉
竹の歌のように，「ほのかに呉竹の葉ずれの音が夢の中まで通ってきた」のではなく，梅の香が来たの
は袖のところまでで，それ以降さらに夢まで入りこんだとは記されてはいない。
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　　　いまいちど文法構造に即した解釈を試みてみよう。そこでまず目に付くのは，「訪れる」と「消
える」という二つの動詞があり，しかもその両者に「に」という助詞が付随していることである。図
にすると以下のようになる。
　　垣根の　　　　梅は　袖に　訪れる
　　うたた寝の　　夢は　枕に　消える
　　　明らかに漢詩に見られる対句的な併置がここからは読み取れる。袖には垣根の梅の香が訪れ，
枕からはたうたた寝の夢が消える，という二組のユニットに分解できる。和歌にあっては縁語の表現
こそ頻繁に見られるものの，このような対句的な表現はまれである。
　　　ここで運動の方向をあらわすベクトルを踏まえた上でこの局面をながめると，作者を中心にし
て，左に外側の世界，右に内部の世界が鏡像的に向かい合っていることがわかる。外に世界に垣根が
あり，そこから作者に向かって，香りが進んできて，やがて袖に宿る。他方，内部の世界である眠り
の世界には，やはり香りのようにつかみ所が無くはかなく消えてしまう夢が漂っている。それは，枕
にたどり着くと，消えてしまった。一方は到来，他方は消失という互いに向かい合う鏡像対称が意図
されているようだ。二つのものが，私という鏡を境に向き合っている。垣根の香りが夢をはぐくんだ
のか，それともその強い香りは，逆に夢から作者を起こしてしまったのか，その点は幾分明瞭さを欠
くが，その対称性からして，この二つの出来事は時間的には同時であった可能性が高い。同時期に，二
つのものがともに移動した。つまり香りは袖に，夢は枕に向かって動いた。
　　　この二っのものの動きは，作用と反作用のように二つのベクトルが正面から向き合った結果，
一見中和されるようにみえるが，実は，梅の香りは夢のあとも現の中で薫っている。これは完全なシ
ンメトリーではない。シンメトリーを狙いつつ，最後のぎりぎりのところで，アシンメトリーに傾い
ている。なんとも日本的である。
　　　さてもう一方の俊成女の歌は共通する用語を見るかぎりは，式子内親王の上述の歌に著しく類
似している，つまり袖，香，夢，枕という名詞の用語において，さらには式子内の歌に見られた「消
ゆ」に運動の方向性があるという点で類似性が強い「通う」が用いられている点においても。
　　　その「通う」とは風の述語であり，冒頭に置かれたこの動詞は，風が梅の香を運びつつ，歌の
冒頭から歌の末尾までの「の」という助詞のいくつもの接合部という道のりを通りぬけ，歌全体をそ
の末尾まで一気に通過していく運動力を備えている。その運動は外部から内部への一方向である。こ
うして歌の構造は通過連続的なものになっているので，ホモジェニアスな姿を取っている。「の」の多
用による線的な連続性は対句の成立を許さない。
　　っぎにここで俊成女の作品中に認めれらる，夢と現の境を歌った歌を取り上げてみたい。
うしやなど鹿のなくねと契りけん見果てぬ夢の残る寝覚めを　　　俊成女
あじきなしいそがぬよその枕まで夢路通さず打つ衣かな　　　　　俊成女
おりしもあれ花橘の薫るかな昔をみつる夢の枕に　　　　　　　　俊成女
見る夢の過ぎにし方を誘ひ来て覚むる枕も昔なりせば　　　　　　俊成女
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　　　「風通う」という語を用いることで，梅の香りは外部から侵入した空気に載って，まずは袖に，
そして次に枕に，そして最後に春の夜の夢にまで浸透し，夢の構成要素にまでなっているという理解
が，夢と香りと覚醒を主題とした歌の集積から結論づけることができるだろう。
　　　さて俊成女の当該の歌の最終的な解釈に入ろう。冷たいすきま風に当たって目が覚めようとす
る瞬間，現実の梅の香を改めて嗅いだ。薫りばもともと夢の中で匂っていた。風は外部から彼女の眠
る室内に梅の香りを齎し，その香りによって彼女は梅の香りのする夢を見ていた。その同じ風が実は
まだ初春のために冷たすぎて，最終的には夢の持続を破壊する。目覚めてみると，まだ梅の香りが残っ
ている，一瞬夢の忘れ物かと疑う。そんなことがあるわけがない。目の前には袖がある，その袖が薫っ
ていたのか，昨日袖に梅の香りをたきしめただろうか，いやそれもない。なぜ夢の中で香っていただ
けのはずの梅の香が，夢から覚めても枕元にするのだろうと思う。もしや袖に昨日施した移り香がま
だ残っているからではないか，それが夢にまで侵入したのだと疑う。梅の花がそばにないのに梅の花
が匂ったのだから，袖への移り香を連想したのは当然である。しかし袖にも移り香の痕跡すらなかっ
た。にもかかわらず間違いなく梅の香が香ってくる。実はその梅の香は，移り香などという間接的・
人為的なものではなく，屋外の本当の梅の木の花の香が冷たいすきま風にのって，直接に室内まで到
来したことが最終的に分かる。
　　　冷たい風は最終的には夢を破壊するが，同時に夢の構成要素ともなった梅の香りを夢の中に齎
したことにおいては，夢の成立に寄与しているわけである。風の機能には夢の破壊と夢の補強という
二義性が読み取れるのとおなじように，歌の形式と内容のうちにも相反する要素の二重性が読み取れ
る。の，を多用した，数珠つなぎの連続を帯びた外見と，歌の内容に見られる屋外，室内，そして夢
の空間といったさまざまな区分区域の分節という二重性である。梅は夢の中つまり妄想・想像のうち
で薫っていたのでもなければ，その薫りの袖への転写として薫っていたのでもない，現実の梅の木そ
れ自体から発していたものと分かるという意味での二重性もある。
　　　屋外，室内，夢の中という入れ子構造の空間三分割をつかって，最終的には意識の変容を表現
した背景には，唯識の三性説の影響を見ることができる。これほどまでに明確ではないが，俊成女の
すでに述べたつぎの歌にも類似する思想を読むことができる。
真木の屋の霰降る夜の夢よりも憂き世を覚ませ四方の木枯らし
　　　まず最初に夢の世界があり，霰が夢から現に目覚めさせる。だがそれは本当の覚醒ではない。
本当の覚醒は悟りの世界への覚醒である。それを吹き荒れる，冷たく激しい北風に求める。（この歌の
もう一つの面白さは音にある。まず木の皮を葺いただけの板の屋根にバチンバチンと霰が大きな音を
立てて，降ってくる。つぎにそれだけではなく，ひとみに当たってガタガタと音を立てている北風が
ある。）
　　　二つの歌に共通するのは，夢，現実，悟り，あるいは夢，室内，屋外という入れ子構造の三重
分割である。前者ではその三重分割の割りかたそのものが，唯識の三性説を想起させるものである。こ
うした仏教思想，唯識に見られた三性説の影響はちなみに無名草子のなかにも読み取ることができた
ものであり，無明草子の作者が俊成女であることを証明する鍵の役割もはたしている。
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　　　っぎに少し別な視点に立ってみよう。梅の香つまり存在の運動方向と，意識の覚醒の方向とに
関してであるが，前の式子内親王の場合は，薫りの方向と夢の去った方向とがかちあって相殺されて
しまったのに対して，こちらでは両者の向きは逆である。梅の香は，外部からまずは室内に，そして
袖そして枕を通じてついに夢の中まで浸透していく。これを存在のレベルでの方向と呼んでおこう。こ
れとはべっに薫りの由来を探索する意識のレベル，覚醒のレベルでの方向というものがある。これは
まず夢から始まって，夢と現実の接点たる枕に，そして次に袖に，そして最後に外部の梅の木にまで
到る。存在のレベルにおける方向においては，途中の経通点は越えられるべきいくつかの障害である。
認識の方向においては，途中の経通点がそれぞれ錯覚として現れ，終着点のみが，本当の覚醒として，
っまり正しい認識として受けとめられる。両者は逆向きになっている。
　　　古今では梅の香は梅の木から匂うことがまず詠われ，袖に香りが移ることが，そして，闇の中
をも浸透していくという，梅の花の歌の基礎が確立された。以降の集になると，細部に渡る更なる発
展が見られる。新古今にはいると夢との関連も深まっていく。こうした梅の花の発展の全てが，この
歌には畳み込まれているといえるだろう。このたったひとつのこの歌の背後には，無数の先祖の霊た
ちが息づいている。幾分科学的にいうならば，歴史的発展段階のすべてがこの歌の中に重層的に集大
成されている。しかも，この歌の中では，こうした多くの歌の現れたそれぞれのイメージが，否定さ
れるべき虚像・錯覚として位置づけられ，これを順次くぐり抜けて，最終的な覚醒の現在にたどり着
く。この意識の運動のなかに，この飽くことを知らぬ探求力のなかに，この詩人の揺るぎがたい造形
意志と覚醒した時代意識の先鋭化を読み取ることができる。
　　　貫之の資質に帰せられることが多いにせよ，桜の歌は，桜自体の姿が発見されたほぼその時点
で，完成された。これに対して古今に始まる八代集に見られた梅は香りとなって，空間や闇を浸透し
だばかりでなく，八代集が編纂されたその全時間を浸透して，もっとも自分にふさわしい相手である
俊成女を見つけて，その歌人に自分の全てを歌わせたともいえるだろう。
　　　この歌それ自体では文法構造上脆弱な姿をしている。そのためにその歌が表現しようとしたも
のも曖昧模糊にならざるを得ないという，解釈の問題を孕んでいた。ところでこの歌に先行する魑し
い数の，梅の歌を中心とする和歌ひとつひとつを，既に述べたように，連続するフィルムの一コマー
コマとして，順序立てて映写機にかけると，そこから，集合的創造意志の運動が見えてくる。ひとつ
ひとつの単語が単なる単語ではなく，方向と一定の力を持ったベクトルとして読み取ることができる
ようになる。こうした歴史的発展としての運動を踏まえたうえで，俊成女の歌を読み解くならばけば，
けっしてこの歌は曖昧，難解でもなければ，構造が欠如しているわけでもない。いやむしろ，既成の
歌の構造や用語のベクトルを十全に活用することによって，31文字ではとても達しえないような複雑
な構築性をひとつの歌の中に達成してるのである。
　　　当時の時代にあって，摂関体制外部からくるものは身が震え上がるような暴力を伴った恐ろし
い北風ばかりではなく，その風に載って実は麗しい香もまれには訪れるという発見。これは当時の貴
族，例えば定家などと較べても随分とさわやかな現実認識である。梅の花であればこそ，こうした性
格が現れるのであって，もしこれが桜の花であったならば，その内容は，当時の一般的貴族の時代意
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識にむかって引き寄せられてしまう。この歌を新古今の散る桜の項に収めた定家にとっては，これが
桜の花であることもまた可能であったかもしれない。桜であれば，その匂いから，集合体としての桜
の花のイメL・・一・ジが呼び出されることになる。それはまるでワグナーの音楽のようにわれわれの身体を
その神秘的な薄紅色の光の魔術の中に包み込んでしまい，｛光惚とした感覚の中で，その歌が本来持っ
ていたさまざまな境界や分節を同質的な一体として溶かしてしまう。それは新たな夢であっても，現
実への覚醒には程遠い。定家にとっては歌はそうでなければならなかった。なにがなんでも，歌であ
るからには，解釈をねじ曲げてでも夢を呼びだし，現実認識を撹乱させ，夢の中に再度埋没しなけれ
ばならなかった。定家は意図的に俊成女の歌を誤読した，という解釈も可能である。だが一方では定
家は俊成女の叔父である。それも兄弟同様に俊成のものとで育てられた肉親である。しかも定家は，自
らの死に際して，一代限りという条件で，自分の領地を俊成女に相続させている。それほど親しい目
下の血縁者の歌を故意に曲解するだろうか。定家がこの歌が梅の歌であることを知りつつ，貫之の桜
の歌と見事なまでの対をなす俊成女の梅の花の歌を敢えて破格としりつつ，散る桜の項に並べてみた
かったのではないか。散る桜の項にこの歌を組み込んだのは，俊成女の歌が誤解の余地のないほど明
瞭な梅の歌であることを心ある読者は分るはすだと考えたのではないか。同時に，この俊成女の歌が
和歌の素養のないものからは桜の花として誤読される可能性を敢えて残したのではないかと思われる。
花の香に衣はふかくなりにけり木の下かげの風のまにまに
風通ふ寝覚めの袖の花の香に薫る枕の春の夜の夢
　一方は，木の真下，風のない瞬間，瞬間に，花の香りが立ち上る。他方は，建物の壁を通して，室
内を貫通し，夢の中まで侵入し，夢の一部とまでなる梅の花の香り。花の香りでありながらここまで
その性格が異なることを，一つの対として並べることに美を感じたと，解釈できる可能性は十分すぎ
るほどあるのである。
　　　多くの他の魑しい過去の集積を自らの伽藍の建設材料にくまなく利用していくという，再創造
は，なにも俊成女が始めたことではない。八代集全般を通じて，本歌取りという名称で，ほぼ全ての
詩人が，行ってきたことである。ところが，この本歌取りの作業も，新古今に至ると，疲弊し，変質
する。再創造というよりは，むしろ，既に存在する伽藍の柱を外すことによって，場合によっては崩
すことによって，あるいは本来の意図を，意識的に歪ませずらすことによって，それを再創造の契機
として活用しようという，退嬰的な発想が強くなる。こうした流れに断固として反旗を翻したのが，俊
成女である。しかしならがら，その振る舞いは余りに慎ましかった，当時の社会に反旗を翻したとい
うよりは，自らの関わりをその社会から外すことによって自己の世界を築き上げたのだった。こうし
て時代からまったく孤立したために，今の時代にたるまで，ほとんど誰の目にも留まることなく時は
過ぎてきたのである。
　　　ここで想起されるべきは，他の新古今の歌人にとってはほぼ空念仏に終わった古今回帰を俊成
女は実際に身をもって体現したのであり，貫之に代表される古今精神の継承であるのみならず，その
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膨大な伝統の集積を，他のいかなる歌人よりも十全に活用しつつも，逆説的であるが，なおかつそれ
ゆえに，集合的創造意志という日本風土から，俊成女は超出したことである。
（やまだ・てっぺい　法学部教授）
